
◆アンケート概要

回答率

実施期間

実施手法

石尾台中学校に通っている生徒の保護者

学校から保護者への連絡システム
「Home&School」から回答

200人

46.4%

令和７年５月19日（月）から６月６日（金）まで

生徒数 343人

保護者アンケート集計結果（石尾台中学校）

調査対象

回答数

Home&School
通知数

431人

少子化により子どもの数が減少する中、市では、子どもたちにとっ

てより良い教育環境を整備するため、通学区域の変更や学校の統合な

どにより、小中学校の適正な規模の確保に努めるように検討を進めて

います。

検討にあたり保護者の方を対象にアンケートを実施しましたので、

集計結果をご報告します。



1

「⑨　その他」の回答

子どもたちにとって、魅力ある学校づくりを進めるために重要と思うことについて、次の項目
から選択してください。(3つまで）

50.0%

34.7%

35.9%

23.8%

40.7%

14.5%

21.8%

5.2%

1.2%

① 子どもの人間関係に広がりがあること

② 子どもの通学の距離や方法

③ 幅広い部活動やクラブ活動が存在し、

活発に活動していること

④ グループ学習などの多様な形態で

学ぶことができること

⑤ 子ども一人ひとりの状況に応じた

きめ細かな教育

⑥ 独創性があるカリキュラムに基づいた

授業の実施

⑦ 学校施設や設備の充実

⑧ 地域との連携が綿密に行われていること

⑨ その他

●回答結果の概要

「① 子どもの人間関係に広がりがあること」が最も多く、次いで「⑤ 子ども一人ひとりの状況に応

じたきめ細かな教育」が多くなっています。



1「⑨ その他」の回答

◆就学児

・学年の枠を越えた人間関係

2
１学年当たりの学級数は何学級が望ましいと思いますか。次の項目から選択してください。
（１つ）

・学校での凶悪犯罪の増加に伴い、教室にも防犯カメラをつけるべき。プライバシーの侵害になるのは

犯罪者や加害者にとってだけ。真面目に生活している生徒と教師や被害者にとってはメリットしかない

と思うが。

・高校受験に向けて、進学を強く希望する生徒同士が、モラルを守り静かに集中し、授業を受けられる

環境作り

① １学級

1.5%

② ２学級

11.5%

③ ３学級

61.0%

④ ４学級以上

26.0%

●回答結果の概要

ほとんどの方が複数学級を望ましいと考えており、３学級を望む割合が一番多くなっています。

「① １学級」を望ましいと考えている方は1.5％となっています。



3
各学年の学級数が多い学校の「よい」と感じることについて、次の項目から選択してください。
（３つまで）

43.5%

64.5%

22.0%

24.5%

39.0%

19.0%

23.5%

12.0%

8.0%

8.0%

5.5%

3.0%

① 子どもの人間関係や

つきあいの幅が広がること

② クラス替えを契機に新しい人間関係を

構築することができること

③ 体育の球技や音楽の合唱など集団授業の

内容の幅が広がること

④ 学校行事や部活動などで活動の機会や

選択肢が広がること

⑤ 集団の中で自己表現をしたり、他者を尊重する経験

を積んだりすることで、社会性やコミュニケーション

能力を身につけることができること

⑥ 今後、大きな集団へ適応する力が磨かれること

⑦ 多様なものの見方や考え方、表現の仕方に

触れる機会が増えること

⑧ 集団で切磋琢磨する環境の中で意欲や

成長を伸ばすことができること

⑨ 集団の役割の中で様々な活躍の機会に

恵まれること

⑩ 様々な教員と接することにより、教員それぞれの専

門的な教育を受けることができること

⑪ 多くの子どもが元気よく活動していることで

学校全体に活気があること

⑫ その他

●回答結果の概要

「② クラス替えを契機に新しい人間関係を構築することができること」が最も多く選ばれ、次いで

「① 子どもの人間関係やつきあいの幅が広がること」が多くなっています。



３「⑫ その他」の回答

◆就学児

・いじめなどの被害者にとってはクラス替えがきかないのは致命的だから。

・学級数が多い学校に魅力を感じないため、よいところはない。

・少人数でわからないことにも対応できようにするのが望ましい。

・少人数制の生徒数により、より授業に集中し学び合うことへの実感を得られること。

4
魅力ある学校づくりのために、学校の規模や配置を見直す場合、心配なことについて次の項目
から選択してください。（１つ）

・私は小、中、高、専のうち中学だけクラス替えがありました。逆にクラス替えが無いことにメリット

を感じています。

56.0%

16.5%

23.0%

4.5%

0.0%

① 登下校に関すること

② 環境変化による子どもへの影響

③ きめ細かな指導が受けられなくなる

可能性があること

④ 学校と地域の関係の希薄化

⑤ その他

●回答結果の概要

約半数の方が「① 登下校に関すること」が心配と感じています。



5
学校の規模や配置を見直す場合、登下校に関して最も重要だと思うことについて次の項目か
ら選択してください。（１つ）

① 登下校の安全性

46.5%

② 登下校に

かかる時間

32.0%

③登下校の方法

（自転車やバス

の使用など）

21.5%

●回答結果の概要

約半数の方が「① 登下校の安全性」が最も重要と考えています。



6
市は小中学校ともに１学年に２学級以上あることが必要と考えています。この考えに基づき、市
内の小中学校が適正な規模や配置となるように取り組むことについて、どう思いますか。
（１つ）

●回答結果の概要

６割の方が「① ぜひ進めるべき」と「② 進める方がよい」と考えています。

「④ 進めないほうがよい」と「⑤ 進めるべきではない」を選んだ方は合わせて約１割となってい

ます。

① ぜひ進めるべき

16.5%

② 進める方がよい

43.5%

③ どちらでもよい

27.5%

④ 進めない方

がよい

9.5%

⑤ 進めるべきでは

ない

3.0%



7
ー
1

６の質問で「① ぜひ進めるべき」と「② 進める方がよい」と答えた方にお聞きします。石尾台中
学校が適正な規模や配置となるように取り組むことについてどう思いますか。（１つ）

① ぜひ進めるべき

25.0%

② 進める方がよい

60.8%

③ どちらでもよい

12.5%

④ 進めない方がよい

1.7%

●回答結果の概要

６の質問で、①又は②を選んだ方の約85％が、「石尾台中学校においても学校の適正規模や配置

について取り組むこと」に賛成しています。「④ 進めない方がよい」が２名で、「⑤ 進めるべき

ではない」を選んだ方はいません。



7
ー
2

「⑤ その他」の回答

◆就学児

・子育てには地域の大人が参加すべきだと思うから。

６の質問で「④　進めない方がよい」と「⑤　進めるべきではない」と答えた方にお聞きします。
その理由として最も当てはまるものを選択してください。（１つ）

・学年に２学級以上あることが必要と考えています。なぜ？個人の意見ではないのか?

・小さい学校ならではの良さもたくさんある。先生と生徒の距離が近かったり、クラス替えが無いこと

で子どもたちの団結力も強まるなど良い点もあると思うから。

・少子化対策を怠ってきた行政の政策を子ども達に負わせるべきではない。急激な対応は移民による人

口増加。

40.0%

24.0%

20.0%

0.0%

16.0%

① 登下校の時間や方法に変化があるから

② 環境変化による子どもへの影響があるから

③ きめ細かな指導が受けられなくなる

可能性があるから

④ 学校と地域の関係が希薄になるから

⑤ その他

●回答結果の概要

「① 登下校の時間や方法に変化があるから」が最も多く選ばれています。



８
ー
１

「⑥ その他」の回答

◆就学児

8
ー
２

７－１の質問で「①　ぜひ進めるべき」と「②　進める方がよい」と答えた方にお聞きします。その
理由として最も当てはまるものを選択してください。（１つ）

７－１の質問で「④　進めない方がよい」と「⑤　進めるべきではない」と答えた方にお聞きしま
す。その理由として、最も当てはまるものを選択してください。（１つ）

・少ないクラスだと何か問題があった時に逃げ場所がない。

・玉川小学校区の子には通うのが遠すぎるから。押沢台小を無くし石尾台中にするべきだ。

31.1%

19.4%

23.3%

0.0%

24.3%

1.9%

① 子どもの人間関係に良い影響を

与えるから

② 学校行事や部活動が充実するから

③ 集団活動における適応能力が

磨かれるから

④ 学校施設や設備の充実が

期待できるから

⑤ 少子化のためやむを得ないから

⑥ その他

●回答結果の概要

「① 子どもの人間関係に良い影響を与えるから」が最も多く、次いで「⑤ 少子化のためやむを得

ないから」が多くなっています。

●回答結果の概要

7－1の質問で「④ 進めない方がよい」が２名で「② 環境変化による子どもへの影響があるから」

「③ きめ細かな指導が受けられなくなる可能性があるから」と考えています。



9
これからの学校教育や学校施設に期待することについて、次の項目から選択してください。（３
つまで）

30.5%

26.5%

12.5%

7.5%

39.5%

42.0%

47.0%

8.5%

19.5%

17.0%

2.5%

① ＩＣＴを活用した教育の推進

② 学年を超えて交流できる機会の充実

③ 小中一貫教育の推進

④ 地域や保護者などと連携した

学校運営の推進

⑤ 個別学習や特色ある授業に柔軟に対

応できるスペース

⑥ 登下校時や学校生活における

防犯対策の充実

⑦ 快適に学校生活を送るための

設備（空調やトイレなど）の充実

⑧ 新しい学校施設の整備

⑨ 登校が困難な子どもへの支援の充実

⑩ 特別な支援や配慮を必要とする子ど

もが快適に学習できる環境の整備

⑪ その他

●回答結果の概要

「⑦ 快適に学校生活を送るための設備（空調やトイレなど）の充実」が最も多く、次いで「⑥ 登

下校時や学校生活における防犯対策の充実」が多くなっています。



「⑪ その他」の回答

◆就学児

・スクールバス、家からすごく遠く坂も傾斜が急な為、雨の日の通学が困難。

・授業内容の質向上。子どもたちが将来を自分で考え、自分の意見をしっかり行って、言勉学に興味を

持てる環境を作って欲しい。

・学力の向上。

・強く進学を希望とする生徒へ、勉学が充実し教師や生徒が安心して学習できるクラス分けへの配慮。

・最近尾張地方でニュースになった事案もあるが、重大事件やひどいいじめ事案などは保護者に情報を

オープンにするべきだ。春日井市だけの話でなく、被害者が泣き寝入りをする今の日本の教育現場の隠

蔽体質が改善される事を強く望む。

アンケートの結果は以上です。

アンケートの結果をもとに、より良い教育環境の実現に向

け、保護者や地域、関係者の皆様とともに議論を積み重ねて

いきたいと考えています。

今後ともご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

問い合わせ先

春日井市教育委員会 学校教育課

電話番号：0568-85-6149 FAX：0568-85-0991

Eメール：gakko@city.kasugai.lg.jp


